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研究成果の概要 公立小学校での英語活動のみが英語の刺激として純粋に(近く)作用する教

育環境の学校を対象に� 3年間にわたり縦断的かつ横断的調査を行った。主な研究成果は以下の� 

4点である� :(1)学年別の児童英検の比較において学年が上がるにつれてリスニング力は高かっ

た。� (2)中学年及び高学年の� 1年間の変容において，児童英検によるリスニング力は全学年とも

に向上したが，心理的要因の結果は多種多様であった。� (3) 中学年及び高学年のリスニングカ

と相関があった心理的要因の項目は自己評価(自分自身をみつめなおす)及び記憶方法(効率

的な覚え方)であった。� (4)英語活動の実施時数の多さは中学� l年時の音絹認知に正の影響を及

ぼす可能性が見出された。
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l 研究開始当初の背累:

本研究は，経験的データが主流を占める小

学校英語の混沌とした状況を整理する意味

から，英語教育学におけるマクロ的視点と認

知心理学におけるミクロ的視点の統合化に

より，小学生の音韻に関する認知発達的特徴

を明確にしていくものである。� 

2. 研究の目的

認知心理学における記憶モデルの理論的研

究に基づき，小学校での英語導入が文字及び

音声言語情報処理プロセスにどのような影響

を及ぼすのか縦断的データ(数量的および質

的データ)を基にその変容を探り，認知発達

的特徴の基礎研究を目指すものである。

(1)小学校英語の指導の現状」を探る。方
法としては，県内で、熱心に小学校英語を実施

している地域及び学校の状況把握を行う。� 
(2) 認知発達別(低学年，中学年， 高学年)

に縦断的追跡調査(1年後及び� 2年後)を行

う� 調査内容としては，英語(音声及び文字o

言語)ならびに母語(日本語) の理解及び記

憶能力を測定し，数量的データから，それぞ
れの要因の関係性を探究してし、く。また，調



査対象となる児童に学校以外で英語に触れる

度合いについても確認する。� 

(3) 対象者(児宣や中学生となった学習者)

へ英語に関するアンケート調査を求め，個人

内外の怠識，動機付け等の質的変化の有無及
びその特徴を探究してし、く。� 

3 	研究の方法

(l)調査対象校の選定

小学校英語活動が及ぼす影響を可能な限り

正確に把握する点から，以下の条件で選定を� 

1Tった。� 

①	 学校以外での英語の刺激が極力少ない言

語環境にある公立の小学校を対象とする。

②クラス担任が英語活動を多く時間実施し

ている公立の小学校を刻象とする。

@複数の小学校が 1つの中学校に集積され

る地域を対象とする。� 
(2)調査対象者

小学校英語推進プロ ジェク 卜を� 3カ年実

施した山間部の地域である。英語学習の環境

としては，学校以外の教育機関(塾や英会話

教室等)及び自助努力(家庭学習等)によっ

て英語の刺激を受けることは極めて少なく，

学校での小学校英語活動に大きく依存する

ものであり，この活動の影響を調査するには

理想に近い環境である。

同地域には複数の小学校があり� いずれも3

|旬プロジェク卜の対象校であり，同一の英語

指導助手による英語活動が実施されるものの，

学校により実施時数は異なる。同地域の大半

の児童は同地域にある� 1つの中学校に進学す

る。同地域のプロジェク卜の中心校であるA

小学校は，規模が最ーも大きく，英語活動の実

施時数も最も多く，同学校を� 3年間にわたる

縦断的研究の対象校とした。ま た，横断的研

究として，小学校の英語活動が中学校での英

語学習へ及ぼす影桝として� 3つの出身小学校

別の聴解力の比較を行った。� 

(3) A小学校の英語活動内容

全ての指導は全クラスともに，クラス担任

とALTとのティーム ・ティーチング(以下� TT

と表記)を基本として行っている。指導内容は� 

3年間の推進事業の中で年度毎の実施内容

に基づき発展を遂げている。対象校の� 3カ年
の概要の流れを富永知香 (2008) (~第 8 回小 l 

学校英語教育学会� (JES)福島大会要綱J1� 12.) 

をもとに以下に示す。� 

0研究主題

英語に関心をもち，進んでコミュニケーシ

ヨンを図ろうとする児車の育成.音声を中

心とした楽しい英語活動を通して� 

02005年度(初年度)の指導内容

①実践をもとにしたカリキュラムの作成.先

進校や英語教材を利用(実施後，改善案を

記入し，次年度のカリキュラム作成へ利

用)� 

②ALTとの連携のあり方:事前打ち合わせの

実施。� TTの役割としては，クラス担任が授

業を進めるナビゲーターであり，� ALTはネ

イティブの英語の発音を示すア シス タン

卜の役割。

③日常指導の工夫:朝の健康観察，簡単なク

ラスノレーム ・イングリッ、ンュ(教科書を開

くときの指示等)，昼の放送における 「今

月のイングリッシュ・ソ ング」

④英語の環境整備:次の� 3つ校内の部屋

名の表示板の日英表記J，� r各教室に簡単な

クラスノレーム ・イングリッシュ」及び 「全

校生が通る場所にジャンノレ別の英単語や

簡単な英語表現j を掲示

⑤情意面の変容調査:年度始めと終わりで英

話活動の好き嫌い調査を実施し好きJ.

「どちらかと言えば好き� Jそれぞれ事後の

ほうが増加� 

02006年度� (2年目)の指導内容

①児童の実態にあわせ修正を加えたカリキ

ュラムの作成・英語の絵本の読み聞かせ，

リズムチャンツを使用した発音練習

②担任主導の授業実践

③ 日常英語の工夫:英語の挨拶デー(毎週水

曜日，朝，昼，帰りに英語で挨拶)，全校

集会での英語の歌

④英語の環境整備� .階段への英語表現の掲示

や新たに「イングリッ シュ ・/レーム」を設

問し掲示物の充実化� 

⑤児童英検 BRONZE の実施(小学 2 年生~ 6
年生)

⑥ネームプレートの活用:ALTが児童の名前

を呼べるようにするための工夫

⑦英語ファイルの活用.授業のワークシート

を綴るためのもので， 表紙袈に教師からご

褒美としてのシールが貼ってあり，児童の

活動意欲の高揚にもつながった� 

02007年度(3年 目)の指導内容

①担任のみの授業も実践・英語活動の必修化

を見越して

②日常指導の工夫:ALTとのラ ンチデー

③コミュニケーションを図る場の設定� 

-友達や先生等� 5名の人と会話ができたら，

担任からシールがもらえる

・職員室に「今月の� EnglishJ と題して既習

の英語表現を学年侍に� 1文表示した� 1枚

の掲示版を設置し， 来室 した児童に学年に

応じた英文を教師が話しかける

④英語の環境整備:学期毎に整備

⑤授業案の累秘

⑥児童英検� BRONZEの実施(小学� 1年生~�  

6年生)

以上� 3年間において，全クラスともにゲ

ーム，歌，カード，チャ ンツ，絵本，ワーク

シー トを用い，音声を中心としたリスニング，

スピーキング(リピーティングを中心とした



発音練習等)を基本としている。文字につい

ては，カード，ワークシー トや絵本で自然に

触れる程度であり，リーディングやライテイ
ングを意識的に行つてはいない。また，各活

動の残り時間� 5分程度で本時の振り返りと

して，自 己評価(被数の項闘に対し記号で選
択するシートの個人回答)及び指導者(クラ

ス担任と� ALT)の評価を行っている。指導者

の評価は，児童が� 2列に並び，各列のどちら

かをクラス担任と� ALTが担当し，児童一人
一人に本時の学習内容を問し、かけながら，確

言忍し，コミ ュニケーションを図るものである。

(4)調査内容

①児童英検� (8RONZE) 英語の聴解力の指

標として，小学校の実態及び先行研究との

比較し易さ等の妥当性を考胤し，使用した。

このテストは全45項目からな る多肢選択
式のリスニングテス トで，� 7つの大聞から

なる。

大間� 1:3つの文を聴き挿絵にあう文を� 1つ

選択する

大間� 2:Yes/No疑問文を聴き挿絵にあう 正答

を� 1つ選択する

大間� 3 ・� 3つの文を聴き“Whatam T?"クイズ

にあう 挿絵を選択する

大間� 4:1つの文を聴き内容にあう 挿絵を� 1

つ選択する
大間� 5:簡単な挨拶の会話を聴き� 4枚の挿絵

から� 1つを選択する
大間� 6:二人の会話の内容にあった挿絵を� 2

つもしくは� 3つを選択する

大問� 7:基本動詞の命令文に対する対応に閲

する問題で� 6枚の挿絵から� 1つを
選択する� 

定として1]②アンケート翻査.心理的要因の視

自作の 「アンケート調査Jを使用した。7
つのセクシ ョン� (Section:以下，項目表記

においてはSと記す)からなる� 5件法であ

る。� 

Sl :英語活動内容に関する受け止め方(英

話活動で楽しいこと)
 
S2 :自己評価
 
S3 :英語を駆使して行ないたい内容
 
S4 :英語圏に付随する内容
 
S5 :非英語圏に付随する内容
 
S6 :日本語と英語の違い
 
S7 :英語を覚えること


③記憶に関する複数のテスト:現在データを

分析中であり，学会発表を目指し準備中で
ある。� 

4.研究成果� 

2つの学会発表及びそれに基づく学会誌掲
載の研究論文の概要を以下で示す。紙幅の都

合上，概要のみを記し，詳細は当該の研究論

文での確認に譲るものとする。� 

(1) W公立小学校低学年の英語活動がもたら
すリ スニング力及び心理的要因への影

響』

①目的:早期の小学校英語活動が英語リスニ

の相違により心理的要因に も違いはあ

男女によって，英語活動への心理的要因3)

2に違いはあるのか。 年間近く 学習して

2いる 年生を対象とする。
②対象校 小学校の� 年生及び 年生A 1 2

，“� 

ング力及び心理的要因にもたらす影特

について検証した。

1)音声を中心とした英語活動を行った場

合，児童の英語リスニング力はどのくら

い身についているのか。 同じ低学年でも� 

1年生と� 2年生では，その違いがあるの

か。� 

2)英語活動は児童の心理的側面にどのよ

うな影響を及ぼすのか。� 2年間近く学習

している� 2年生にとって， リスニング力

るのか。� 

③英語活動の時間数 .小学 1年生及び� 2年生

ともに年間� 20時間� cl時間� =45分)の英

語活動を行っている。� 2年生は入学年度で

ある小学� 1年生に既に年間� 20時間の英語

活動による指導を受けている。

④調査内容:児童英検(2007年度第� 2回)及び
アンケート

⑤調査結果� 

1)2年生のほう が� 1年生よ りもリスニン

グ力� (BRONZE) が高い。

効果盈のあった項 目の特徴は以下の

通りである:

大問� 1及び� 6は語句に関するも ので
ある。大問� 1は3つの文を聴き挿絵にあ

う文を� 1つ選択する形式で，� “There's a 

に後続する動物，� cat，cow，horseの

選択肢(No.2)，"Tt's a(an) ..."に後続する野
菜� ca汀� ot，onion，cucumberの選択肢� 

(No.6)，“I have ...candies."の� haveに後

続する数字，� three，six，tenの選択肢(No.7)

である。大間� 6は二人の会話の内容にあ

った挿絵を� 2つもしくは 3つを選択す

る形式で，“U乃latdo you see，Mari?" Isee 
the moon and a river.吋No.33)の会話の後

で� 3つの挿絵から� 2つを選択，“Whatdo 

you want，Tim?"，"1want a box，some glue 

and some tape.吋No.40)の会話の後で� 4
つの挿絵か ら3つを選択するものであ

るO 大間� 5と7は会話に関する問題で，

大間� 5は簡単な挨拶で“Oops，I'm sorry.ヘ� 
“That's OK."(No.27)や“1can't find my 

cap.'¥ “Tt o. 4's here."(N 30)を聴き取り，� 

枚の挿絵から� 1つを選択，大問� 7は基本

動詞の命令文に対する対応に関する問

題で，� "Pass me the gloves，please."，“Here 

you go."(No.30)を聴き取り，� 6枚の挿絵



から� 1つを選択するものである。文章に

関する大間� 4は文に合う挿絵を� 1つ選

択する問題で，聴き取る文は“lくen is 

eating with a spoon."(No.19)，“Amy likes to 

watch TV" (No.22) ，“Amy is at the 

supermarket刊(No.23)である。これら� 11項

目のうち，両学年とも既習事項は� 3項目� 

(No.2ム7)で残り� 8項目は米習事項で
ある。� 

2年生のみの履修事項の問題である� 

2問� (No.36，37) については，効果琵;が

見られないことから，� BRONZEの問題に

おける両学年間の履修状況はほぼ同ー

と判断できる。したがって，� 2学年のリ

スニング力の高さの主な原因は，英語活

動への参加時間数及び年齢による認知
発遠の相違によるものと推察される。時

間数の多さは語議や表現に関する知識
量を増やすと もに，来習事項への推測力

も培うものと思われる。� 

2)英語活動に対する心理的要因の大部分

は，初年度にあたる� 1年生のほうが尚い。
この結果は， 学習初年度の� l年生の英語

に対する新鮮さを反映しているものと

推察される。この点は，調査対象学年の

うち，最も低い学年が最も高い好感度を

示したとの先行研究と一致する部分で

もある。しかしながら� 先行研究とは対3

象学年も異なる点から今後さらなる調

査が必要である。� 
3)2年生のリスニング力の上位群は下位

群よりも英語及び異文化に対する産識

が高く ，取り組みも積極的である。

具体的には， リスニング力の高い児童

は英語活動に対する心理的要因として

以下の点が優れていると言える・

-英語でのゲーム，挨拶や英語を聴こう

とする姿勢の高さ
・身近な英語表現や名詞が言えることへ
の自己評価

・外国人に対する社交性	 (Q3-28)，英語

圏の食べ物や本及び非英諾圏のゲー
ムへの興味

・日本語と英語における発音や語111貢の認
識

-記憶する際に，発音の強弱や速く発音
される箇所への注意

-音声の意味や文字がわからなくても情

報を覚えようとする姿勢

・日本語と類似した音の記憶し易さ
.心の中でのリハーサル� 

4)2年生の心理的要因の男女間比較にお

いて，女子のほうが明らかに高い。� 

(2)“Changes in Listening Ability and 

Psycho1ogical Factors Influenced by 

Elementary School English Activities" 

① 目的:小学校英語活動におけるリスニング

カと心理的要因の変容として，2006年度

及び2007年度に小学� 3年生から中学� 1年

生を対象としたデータをもとに論じた。� 
2006 年度のA小学校の小学 3 年生~6 年
生の� 1年後の変容及び，� 2007年度に同地

域のA中学校に入学した� 3つの出身小学

校男IJ (A小� B小� c小)にリスニング

力を分析した。

1)リスニング力は学年聞に違いがあるの

か。(3年目にA小在籍及びA小出身の

中学� 1年生対象)� 
2)心理的要因は学年間に違いがあるのか。� 

(3年自にA小在籍者のみ)� 

3)リスニング力と心理的要因との関係は

学年間に違いがあるのか。
 
(3年目にA小在籍者のみ)
 

4) 英語活動の実施時数のi主い(出身小学

校別� A小� B小及びC小)により，中

学� 1年のリスニング力に及ぼす影響は

異なるのか。
②対象校:

1)(1)と同ーのA小学校において，� 2006年
度の小学 3 年生~ 6 年生及び同 -の 

2007年度の小学4年生~中学� 1年生� 
2) 2007年度にA中学校に入学したA小以

外の 2つの出身小学校� (B小及びC小)

の中学� 1年生

③英語授業の時間数� 1時間=45分� 

3年目の学年 時数� 

1年目� 2年目� 3年目 総計� 

小学4年(A小)� 20 35 35 90 

小学5年(A小)� 35 35 35 105 

小学6年(A小)� 35 35 35 105 

中学1年(A小出身)� 

中学1年(8小出身)� 

中学1年(C小出身)� 

35 

10 

20 

35 

20 

20 

105 

105 

105 

175 

135 

145 

④調査内容:児童英検及びアンケート

⑤調査結果:

1)リスニング力の変容 :A小に在籍及びA
小出身の中学� 1年生の児童英検の総点、

において各学年ともに向上した。また，

各年度ともに学年が上がるにつれて リ

スニング力も高かった。大問別の変容と

しては，大問� 2及び� 6以外，有意� (pく� 05)

に向上しており，特に大問� 4は顕著に向

上し，効果量も大きかった。� 
2)心理的要因の変容・必ずしも向上が見ら

れたわけではない。項目により較差があ

った(詳細は当該論文参照)。� 
3)リスニングカと心理的要因との相関:ア

ンケート項目の「自 己評価Jと 「記憶方

法j は� BRONZEと相闘があった。リスニ

ング力において， 自己評価(自分自身を

みつめなおす)や記憶方法(効率的な覚



え方)が重要な要因といえる。� 
4)英語活動の実施時数による違い(出身小� 

A. B 及びC)が中学� 1年のリスニング

力に及ぼす影響� :英語活動の実施時数が

最も多いA小と最も少ないB小と の間で

/3)が見られた。05=.05，ー.く(p有意差� 0167
この結果から，一定の額似した指導条件

において，小学校英語活動の実施時間数
の多いほうが中学� 1年において正の作

用を及ぼす可能性が見出された。� 

(3)まとめと今後の課題

今回の研究は，公立学校での英語活動のみ

が英語の刺激として純粋に(に近し、)作用す

る教育環境にある学校を対象に関係者の絶大

なるご協力のもと縦断的かつ横断的調査を行
えたことはある一定の成果が得られたものと

言える。今後の課題として，現在，分析中で
ある記憶に関する複数の認知能力のテストの

分析による研究報告が残されている。 この分

析結果により，英語活動が認知発達途中の学

習者の認知能力に及ぼす影響が微視的視点か

ら明確になってくるものと思われる。また，

今回の対象者は人数にかなりの限界があった。

より確証を得るためには，今後，より 多くの

参加者に基づく 調査が重要な課題である。� 
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